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（訂正）「親会社等に関する事項について」の一部訂正について 
 
平成 19 年 10 月 12 日付にて開示いたしました「親会社等に関する事項について」につきまして、

下記のとおり内容に一部訂正がありましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

（訂正理由） 

 当社は、当該「親会社に関する事項について」の、「親会社等のうち、上場会社に与える影響が最

も大きいと認められる会社の商号又は名称及びその理由」並びに「非上場の親会社等に関する会社

情報の適時開示の免除の理由」等につきまして、一部誤りがありましたので、以下のとおり訂正い

たします。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

（訂正内容） 

１ページ 

【訂正前】 

２．親会社等のうち、上場会社に与える影響が最も大きいと認められる会社の商号又は名称及び 

その理由 

会社の商号又は名称 上場会社に与える影響が最も大きいと認められる理由 

NISP2 投資事業有限責任組合 

株式会社フォトニクス 

NISP2 投資事業有限責任組合及び株式会社フォトニクスの

所有する当社発行済み株式の割合（NISP2 投資事業有限責任

組合が 30.28%、株式会社フォトニクスが 24.35%）が他の主

要株主の割合と比較して大きいためです。 

 

【訂正後】 

２．親会社等のうち、上場会社に与える影響が最も大きいと認められる会社の商号又は名称及び 

その理由 

会社の商号又は名称 上場会社に与える影響が最も大きいと認められる理由 

NISP2 投資事業有限責任組合 

NISP2 投資事業有限責任組合の所有する当社発行済み株式

の割合（NISP2 投資事業有限責任組合が 30.28%、株式会社フ

ォトニクスが 24.35%）が株式会社フォトニクスの割合と比

較して大きいためです。また、下記３．に記載のとおりＮＩ

Ｓグループ株式会社の 100%子会社であるエヌ・アイ・スト

ラテジックパートナーズ株式会社が運営しているため、ＮＩ

Ｓグループ株式会社が当社に与える影響が最も大きい会社

であると考えられます。 



【訂正前】 

３．非上場の親会社等に関する会社情報の適時開示の免除の理由 

NISP2 投資事業有限責任組合は当社との事実上の関係が希薄であるとともに投資事業組合で

あることから、親会社等について開示すべき事実を把握することが困難であると考えておりま

す。 

 

【訂正後】 

（削除） 

 

【訂正前】 

４．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

NISP2 投資有限責任組合(以下、NISP2)は、当社議決権の 30.74%（自己株式を除く）を有する筆

頭株主であり、当社は NISP2 の持分法対象会社であります。NISP2 は、投資事業組合であり、キ

ャピタルゲインを得ることを目的として活動しており、運営主体であるエヌ・アイ・ストラテジ

ックパートナーズ株式会社は、NIS グループ株式会社（東京証券取引所 市場第 1 部上場）の 100%

出資子会社であります。当社と NISP2 との間において、取引関係や人的関係はありません。また、

当社は事業活動及び経営方針等の決定については、独自に意思決定を行っており、親会社等から

の独立性は確保されていると考えております。 

＜以下省略＞ 

 

【訂正後】 

３．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

NISP2 投資有限責任組合(以下、NISP2)は、当社議決権の 30.74%（自己株式を除く）を有する筆

頭株主であり、当社は NISP2 の持分法対象会社であります。NISP2 は、投資事業組合であり、キ

ャピタルゲインを得ることを目的として活動しており、運営主体であるエヌ・アイ・ストラテジ

ックパートナーズ株式会社は、ＮＩＳグループ株式会社（東京証券取引所 市場第 1 部上場）の

100%出資子会社であります。当社と NISP2 との間において、取引関係や人的関係はありません。

また、当社は事業活動及び経営方針等の決定については、独自に意思決定を行っており、親会社

等からの独立性は確保されていると考えております。 

＜以下省略＞ 

 

２ページ 

【訂正前】 

５．親会社等との取引に関する事項 

①NISP2 投資事業有限責任組合 

 平成 19 年 6 月期において、親会社等との間に開示すべき重要な取引はありません。 

＜以下省略＞ 

 

【訂正後】 

４．親会社等との取引に関する事項 

①NISP2 投資事業有限責任組合 

 平成 19 年 6 月期において、親会社等との間に開示すべき重要な取引はありません。 

＜以下省略＞ 

以 上 


